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川越市の状況（延床面積の割合）

保全の方針（目標使用年数を決めたことで）

　川越市は、年に埼玉県内で初の市制を施行し、
年には市制施行周年を迎えます。人口は
年月１日現在で約万人ですが、将来的には人口
減少が見込まれています。また、，億円程度の
予算規模に対し、借金の残高は，億円を超えて
います。さらに、昨年度の経常収支比率は．％と
財政の硬直化が加速している状況です。
　少子高齢化や人口減少、財政状況が悪化する一方
で、公共施設の老朽化に対応しながら市民サービス
を安定的に提供する必要があります。そこで、公共
施設について個別施設計画を策定しました。今後、
数多くの施設更新が控えており施設を所管する担当
者のマネジメントに対する考え方やノウハウを確認
する良い機会と捉え、ボトムアップで計画作成を進
めました。
　個別施設計画策定の上で、統廃合や再配置のよう
に長い時間軸で進めていく取り組みと、現有施設の
安全確保・維持保全は、短い時間軸でみる必要があ
ります。更新や統廃合は対象施設数が少なく時期が
限定的なのに対し、維持保全の必要な施設は非常に
多く継続的に実施していくことが求められます。
　川越市では、すべての建物を長寿命化することが
現実的に可能なのかと考え、目標とする使用年数を
定めています。市が保有・管理する施設の約８割が
ＲＣ、ＳＲＣ造であることから、旧耐震構造基準の
建物の目標使用年数を年としました。しかし、
年を経た段階ですぐに建て替えるかというと、その
時点の財政状況や施設更新の手法の検討に左右され
るほか、庁内外の調整に多くの時間を要することが
想定されます。
　厳しい財政状況では、複数の更新事業を一律年
で実施するのは困難なことから、優先度を検討する
ための躯体調査を実施しています。施設を建築年度

から４つに分類し、時期に応じて必要な改修内容を
提示しました。保全要望の多い部位・設備と時期を
把握することで計画に反映し、改修時期の目安を提
示しています。結果を根拠として各課から上がって
くる予算要求の精査にも活用しました。
　個別施設計画策定の前段として、施設の課題整理
をする前に施設で提供しているサービスについて担
当者間で議論しました。サービスが市民のニーズと
合致しているか、固有の施設が必要か、現状の施設
数や規模は適切かどうかなどを確認してきまし
た。

　総合管理計画については、今後年を見据えた
年間の計画としています。法律を根拠に事業を開始
・継続はできますが、見直す根拠がないことがわか
りました。ニーズが刻々と変化していく中で、事業
を開始・継続する理由と事業を見直すことができな
い理由は必ずしも一致しないと考えました。そこで、
事業見直しのきっかけを個別施設計画の「今後の方
向性」として織り込むことにしました。
　サービスと施設の分離を考える際に、市民が必要
としているのはなにかという前提のもと個別施設計
画を策定しています。

　具体的には、小中学校、保育園、市民センターの
３類型から個別施設計画の検討を開始しました。こ
れらは、施設の数が多いこと、サービスが廃止され
ないこと、行政として課題の多い施設であることか
ら着手しました。設置根拠となる法令、施設の使用率
等のデータを踏まえて現状の把握に努めています。
施設類型ごとに分類し、設置の経緯や規模の変遷に
ついて確認しました。調査を通して、課題を抽出し
今後の方向性について整理していきました。
　新型コロナウイルス感染拡大を契機に、これまで
公共施設に求められていたニーズや仕様といった既
成概念が覆されるのではないかと感じています。新
しい生活様式を考える上で、公共サービスの新しい
形と施設整備のあり方を考えていかなければならな
いとも感じています。
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題
に
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
を
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
す


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し

世
の
中
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

な

て
い
ま
す
が

そ
う
し
た
中
で
も

わ
れ
わ
れ
の
業
務
は﹁
ウ

ズ
コ
ロ
ナ
﹂

の
精
神
で
粛
々
と
進
め
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
そ
う
し
た
意
味
で
も


こ
の
行
事
が
各
地
方
公
共
団
体
の
公
共

施
設
を
担
当
す
る
皆
さ
ま
に
少
し
で
も

役
立
ち

課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
提
供

で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お
り

ま
す



